
    

 

 

 

    

     

№9 

202１年（令和３年）8 月 23 日  

 

子ども達が１カ月間の夏休みに入ってからも，学校では，密を避けて少人数での研修や

リモートでの研修など，教職員は学び続けています。一部を紹介します。 

学校医の宮阪先生，学校薬剤師の山﨑先生子と学校関係職員とで，子ども達の健康に関わる

問題への対処について学校保健委員会で話し合いました。視力低下についても話題になりまし

た。 
【校医さん，薬剤師さんからのアドバイス】 

・ 

 

・ 

裸眼視力 1.0以上の割合（昨年度との比較） 

（％） 

１年～６年 ７年～９年 

キュビナを使っての学習では，子ど

も達一人一人の学習状況を担任が

把握して，アドバイスができます！ 

ICT 時代における学校図書館の在り方に

ついて頭から煙が出るほど考えました！ 

２学期からの授業づくりや行事などに 

ついて，互いの意見をしっかり交流！ 

〇子どもの近視が年々増加している。目を細めた

りしていないか子どもの様子をよく見て声を 

かけてほしい。 

 

〇タブレット使用時間がどのくらい増加している

のか把握するため，メディア使用時間の内訳を

調べるとよい。 

 

〇今後，１０～２０代の陽性者が増加する可能性

があるので，「明日は我が身」と思って気を付け

てほしい。 

ミートでの「まな日」の初日，算数で分か

らない所があると言っていた児童が真っ先に

参加。担任とキュビナのデータを共有しなが

ら，正答率の低かった単元を確認して復習を

始めました。すると，クラスの友達が，「そこ

は，～したら分かりやすいよ。」とアドバイス。

「自分は，英語が苦手で・・・。」と言ってい

ると，別の友達がアドバイス。といった感じ

で，一人一人の学びも大切にしながら友達と

の関わりもつくれていました。 

残りの４日間，どんな学びが見られるのか

楽しみです！！ 

「日韓の教師が開く平和の道」をテーマとし

た日韓教員交流に，本校教員も参加してい 

ます。オンラインでの交流を通して，「日本

以外のアジアの国の子ども達は，当たり前の

ように英語を使いこなしている」ことや 

「議論が授業の中心であり，議論のテーマは

教科を超えるものである」ことなど，私たち

が当たり前と感じてきたことが，世界の当た

り前ではないことに刺激を受けています。 

 今後，授業交流も行い，共に学び続けて 

いきます！ 


